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１．概要（Summary） 
 本研究ではマイクロマシン技術を用いて液体を封入す

る MEMSデバイスを作製した。MEMSデバイスにAuナ

ノ粒子を入れた溶液を封入し、透過型電子顕微鏡内部に

挿入し粒子を観察した。またマイクロヒータと温度センサを

デバイスに集積化して、液体の温度を制御した。本研究

の目的は、MEMS 技術を活用して透過電子顕微鏡用の

高機能液体セルを作り、温度変化に応じて起きるナノスケ

ールの液体中現象を「その場」観察することである。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

高速大面積電子線描画装置、マスク・ウェーハ自動現

像装置群、クリーンドラフト潤沢超純水付 

【実験方法】 
MEMS デバイス用のフォトマスクの作製を行った。窒

化膜の成膜とフォトリソグラフィ、DRIE、金属膜成膜とエッ

チングによりデバイスを作製した。  
 MEMS 液体セルの断面模式図を Fig. 1 に示す。2 枚

のシリコンウェハをエポキシで張り合わせた。張り合わせた

シリコンウェハの間にはフォトレジストで隙間を作り、できた

隙間に観察する液体を入れてエポキシで封をした。 

 

 
 
 

Fig. 1 Crossectional view of liquid-cell MEMS device. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Au ナノ粒子を封入した MEMS デバイスを走査型透過

電子顕微鏡で観察した(Fig. 2)。Fig. 2 の白い斑点が Au
のナノ粒子である。解像度は、数 nm であった。 

 

Fig. 2 TEM image of Au nano particles in liquid.  
 

別途、MEMS デバイスにマイクロヒータと温度センサを

組み込み、封入した液体の温度を±2℃で制御できること

を確かめた。温度の変化に伴う分子結合の変化（例:二本

鎖 DNA の高温での解離）過程を、分子に付加したナノ粒

子の動きから可視化しようと試みている。 
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